
事業目的

事業概要 工期

56 ha 152 戸 1,311 百万円 平成30年～35年度

費用対効果 算定方式

2,009 百万円 1,315 百万円 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典:宇土開地区土地改良事業計画概要書(熊本県県央広域本部農林部農地整備課作成)
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地区別事業概要

地区名事 業 名

事業主体関係市町村

受益戸数受益面積 総事業費

関連事業

主要工事

熊本県

宇土
う と

開
びらき農業競争力強化農地整備事業

農地整備事業

熊本県熊本市
く ま も と し

  本地区は、熊本市の南西部に位置する水田地帯であり、水稲を中心に施設園芸
によるなす、トマトを組み合わせた複合経営が展開されている。
　地区の農地は、農地基盤は未整備で道路が狭く、水路は用排水兼用であるな
ど、畑作物の導入や機械の大型化等の支障となり、また、耕作者の農地は点在
し、非効率な営農が行われている。さらに、農家の高齢化等により、地域農業の
維持に不安が高まってきている。
　このため、本事業により区画整理による整地、用排水分離、暗渠排水及び農道
整備を総合的に実施し、生産性の高い優良農地を確保するとともに、担い手への
農地集積を一体的に行い、農地の高度利用及び農作業の効率化を図り、本地域の
農業競争力の強化を図るものである。

 区画整理
 用水路

47ha
２km



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化農地整備事業（農地整備事業）　宇土開地区



地区別事業概要

事 業 名
農業競争力強化農地整備事業 

 農地整備事業 地区名 七城
しちじょう

北部
ほ く ぶ

関係市町村 熊本県菊池市
き く ち し

事業主体 熊本県

事業目的
本地区は、熊本県菊池市の西部旧七城町に広がる農業地帯であり、「七城米」とし

て有名な水稲を中心に麦、大豆、露地野菜、施設園芸等の営農が展開されている。 

本地区の農地は、区画は不整形かつ狭小で、道路幅員も小さく、用排水路も兼用水

路や土水路であるなど、営農や維持管理に苦慮している。また、区画整理区域と接続

する用排水路については、老朽化による漏水や不等沈下、護岸の崩壊などが進み、本

来の水路機能を果たせず営農効率の悪化や水管理労力の増大を招いている。これら

が、地区としての一体的な営農の効率化や水田の汎用化、農地の集団化、担い手の育

成の阻害要因となっている。 

 このため、本事業により区画整理及び用排水路の更新整備を一体的に実施し、地区

全体における営農条件の改善と平準化を図るとともに、担い手の育成や農地の集積を

促進することで、地区が一体となった安定的な農業経営を確立し、本地域の農業競争

力の強化を図るものである。 

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

176ha 299戸 1,050百万円 平成30～37年度

主要工事 区画整理 ９ha 

用排水路 19km 

関連事業 該当なし

費用対効果  Ｂ：総便益  Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,575百万円 2,187百万円 2.54 総費用総便益方式

概要図 別添のとおり

出典：七城北部地区農業競争力強化基盤整備事業計画書(熊本県農村計画課作成)



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化農地整備事業　農地整備事業　七城北部地区
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地区別事業概要

農業競争力強化農地整備事業 みずさき

事 業 名 農地整備事業 地区名 水崎

ぶん ご たか だ し

関係市町村 大分県豊後高田市 事業主体 大分県

事業目的 本地区は、豊後高田市の西部に位置し、２級河川の寄藻川と田笛川に挟まれた標

高０～５ｍの海浜地域に展開する水田地帯であり、水稲を中心に大豆、さといも等

を組み合わせた営農が展開されている。

本地区の農地は、区画が狭小で、道路・用排水路等の生産基盤が整備されていな

いため、維持管理や営農作業に多大な労力を費やしているとともに担い手への農地

の集積・集約化が進んでいない。

このため、本事業で区画整理等を行い、担い手への農地の集積・集約化を促進す

るとともに高収益作物の導入により、本地域の農業競争力の強化を図るものであ

る。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

53ha 112戸 1,236百万円 平成30～35年度

主要工事 区画整理 53ha

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,057百万円 1,451百万円 1.41 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：水崎地区土地改良事業計画概要書（大分県農林水産部農村整備計画課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化農地整備事業（農地整備事業）　水崎地区　
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